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三角錐 ABCD において辺 CD は底面 ABC に垂直である．AB = 3 で，辺 AB 上の 2 点 E;F は，

AE = EF = FB = 1 をみたし，

ÎDAC = 30±; ÎDEC = 45±; ÎDBC = 60±

である．

(1) 辺 CD の長さを求めよ．

(2) µ = ÎDFC とおくとき，cosµ を求めよ．� �
【テーマ】：空間図形の計量S Ð ]
(1) は，高さを h とおけば，底面の辺の長さが h を用いて表せるので，余弦定理を活用します．(2) は，(1) の

結果を用いて余弦定理を利用します．中線定理を利用することもできます．g q
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(1) CD = h とおくと，
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ここで，4ABC で余弦定理より，
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一方，4AEC で余弦定理より，
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よって，1;2 より，
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h > 0 より，h= 3p
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である．したがって，CD = 3p
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であるから，4AFC で余弦定理より，
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である．FC> 0 より，FC = 1p
5
であるから，3 より，tanµ = 3 を得る．したがって，

cos2 µ = 1
1+ tan2 µ
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題意より，cosµ > 0 となるので，cosµ = 1p
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FC は，次のように中線定理を用いても求められます．こちらの方が計算量が減るので，比較的簡単に求まります．

4BCE で中線定理より，

CE2 +CB2 = 2(EF2 +FC2)
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(1) は，与えられた角度から，4ABC の辺の長さなどが h を用いて表せるので，空間図形の問題というよりむし

ろ平面図形の問題に近いです．余弦定理を用いて連立方程式を作って解答します．

(2) は，解説では余弦定理を用いて解答しましたが，FC の長さであれば，別解のように，中線定理を利用して求め

ることもできます．tanµ の値が分かれば cosµ の値がわかるので，相互関係の式を用いて cosµ を求めましょう．

cosµ の値ですが，題意から µ は鋭角であることはすぐにわかるので，cosµ > 0 を忘れずに！
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